
 

 

宍粟市報道発表              令和８年１月 16日 

 

千種地域の新たな移動手段 

「ちくさええとこバス」 

２月２日から 本格運行開始 
 

概 要 

 

千種地域の新たな移動手段「ちくさええとこバス」が、道路運送法に基づ

く自家用有償旅客運送の登録を受け、２月２日から本格運行を開始します。 

地域運営組織「ちくさええとこ協議会」が、地域主体の運行をめざし、国

の「交通空白」解消緊急対策事業補助金を活用して、昨年９月 26日から実

証運行を行ってきました。その実績は、12 月末時点で運行便数 184 便、利

用者数延べ 374人で、１便あたりの乗車率は 2.03人となっています。 

このバスは予約型の乗合交通で、10月 20日からは「ＡＩ運行システム」

を導入し、利用者の利便性を向上。11 月には利用者アンケートも実施し、

このアンケート結果などをふまえ、地域住民が親しみやすく、利用しやす

い運行形態や料金を設定し、本格運行をスタートします。 

 

運行形態、料金等 

実施主体 ちくさええとこ協議会  

運行主体 社会福祉法人 千種会 

運行区域 宍粟市千種町全域 

運 行 日 月曜日から金曜日（土日祝・年末年始は運休） 

運行時間 ８時 30分から 17時 30分 

 

料金 １乗車あたり １か月乗り放題 

大人 200円 2,000円 

小学生から高校生 100円 1,000円 

障がいのある人 100円 1,000円 

 

問合せ先 

ちくさええとこ協議会 

（宍粟市千種町千草 59-1 ちくさええとこセンター内) 

  千種地区コミュニティ支援員 切山、小野、大庭（℡ 0790-71-0230) 

参考資料 ちくさええとこバスチラシ、運行の内容、アンケート調査報告 

問合せ先 所属 千種まちづくり推進課 ℡ 0790-76-2210 

兵庫県宍粟市 





 

ちくさええとこバス 運行の内容 

実施主体 ちくさええとこ協議会 

運行主体 社会福祉法人 千種会 

運行形態 区域運行 

運行区域 宍粟市千種町全域 

旅客の範囲 宍粟市千種町の住民及び来訪者 

使用車両 ４人乗り １台（軽自動車） 

７人乗り １台（普通自動車） 

10人乗り １台（普通自動車） 

運転者数 ５名（大臣認定講習受講済または２種免許保有） 

旅客から収受す

る対価 

【１乗車あたり】 

大人：200円 

小学生から高校生：100円 

障がいのある人：100円※保護者同伴の小学生未満無料 

【１カ月乗り放題】 

大人：2,000円 

小学生から高校生：1,000円 

障がいのある人：1,000円 

運行日 月曜日から金曜日 

（土日祝日・年末年始（12/29から 1/3）は運休） 

運行時間 ８時 30分から 17時 30分まで 

利用方法 電話予約か WEB予約（60分前まで受付） 

ただし、電話受付は運行日の８時 30分から 17時 30分、運休日は９

時 00分から 17時 00分とし、左記以外は受付不可とする。WEB予約

は 24時間受付可。 

乗降場所 自宅または利用者が指定する場所 

 























R7.12.8 運営会議での議論のまとめ 

ちくさええとこバスの今後の方向性について 

 

１． 「移動の不安解消」による心理的効果 

・ 「将来の移動手段への不安が減った」という回答も高く、地域での暮らしの安心感を支え

る効果が見えてきた。 

・ しかしながら、まだ、真に必要とされる多数の方がご存じでなく、利用につながっていな

い。あるいは、具体的な利用方法が周知できていないと考えられる。 

・ 民生児童委員さん、各自治会の福祉役員さんなどの協力も得ながら、真に必要な方に利用

いだけるよう働きかけていくことが望ましい。 

 

２． 有償化に向けた価格受容性 

・ １乗車あたりの受容価格帯 200 円～300 円程度を基本としつつ、乗車回数の多い方の定額

プラン（月額制）導入の期待にも配慮した料金設定が望ましい。 

・ 園小中高の応援宣言を行っていることから、子どもや子育て世帯に配慮した料金設定が望

ましい。 

・ 事業の継続性を考えると、利用者には金額面での負担感が少なく、運営側には料金収受な

どの管理面での負担感が少ない料金設定が望ましい。 

・ 多数の方の利用が見込め、運営管理もしやすくなるバランスの取れた料金設定望ましい。 

 

３． デジタルシフトの可能性と課題 

・ 高齢者も含めスマホ保有率が高いことが分かった。 

・ 地域全体のＩＴ教育、ＩＴ利活用対策の一環として、スマホ予約できる方が、スマホ操作

に不慣れな方に、操作方法を親切丁寧に教えていくことで、ええとこバス利用者が増えて

いく取組につながっていくことが望ましい。学生によるスマホ教室などが展開できれば、

なおすばらしい。 

 

４． 「生活を支える手段」から「交流を支える手段」への期待 

・ 運営側の負担を考えながら、できるだけニーズに応えていきたい。 

・ 「平日運行」はできるだけ応えていきたい。「土日祝日運行」は、運営側に相当の負担が

かかるため、ええとこ協議会のイベントなどに限定して、無理のない範囲で対応すること

としたい。この場合は、料金は無料とし、最低２週間前には、対応可否の判断が必要とな

ると考える。 
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R7.12.8 運営会議での議論のまとめ 

 

５． 総括 

・ 運営会議で、地域住民の満足度があがる仕組みや改善方策を検討していく。 

・ 地域公共交通会議に利用状況を定期的に報告するとともに、運営コストや持続可能性、市

内交通ネットワークへの影響なども考慮しつつ、安全安心な運営が続けていけるよう努め

ていく。 

・ 大型バスの減便や撤退につながらないよう、ええとこバスと大型バスへの乗継がたいへん

便利になったことをＰＲしていく。特に、乗車率の低い三河経由山崎～千種間のバス利用

者の増を目標とした取組を進めていく。 

・ 社会福祉協議会、老人クラブ、商店街連合会などと連携し、高齢者のいきがいづくり、買

い物支援と連動した取組などの検討を進めていく。 

・ 子どもたちや子育て世代の意見を取り入れながら、学校園、子どもたちのニーズに応じた

運用も模索していく。 

 

６． 今後の主な予定 

・ 12/22 地域公共交通会議（法定会議） ２月からの有償運送の可否について審議 

・ 12/22 以降 アンケート協力者への結果の送付、公式 LINE・ＨＰでの結果の公開 

 

18


